
沖縄県県民等参加型地域公共交通検討事業

事業の概要



県民等の移動・交通に関する主な声

✓ 幼少期から送迎習慣が深く根付き、県立高校生は通学送迎が約５割弱。
✓ 通学送迎で学校周辺が混雑する他、親子共に送迎時間に縛られ負担を感じている。
✓ バスは、本数も限られ、車内混雑、渋滞で頻繁に遅延、運賃も負担等、選択しにくい。
✓ 交通の便や通学コストは学校選択に影響する。通学支援制度は公平にして欲しい。
✓ 送迎に要する時間や労力を別に使いたい。
✓ こどもの健康や自立のためバスを利用して社会に出るための練習をした方が良い。
✓ 道路は凸凹で雑草も多い、街路灯も少なく下校時は暗く怖いし危険、だから送迎する。
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✓ マイカー通勤は渋滞で疲れる、通勤時間が苦痛。こどもの迎えや買物等、生活への影響もある。
✓ こどもの送迎は、朝がバタバタ、遠回り、仕事に間に合わない、疲れて仕事の集中力が欠ける。
✓ モノレールは、観光客も多く、混雑して乗れない時がある。
✓ バス通勤しない理由には、何時到着するかわからない、バス乗換えで時間がかかる、帰宅が遅くバス

が運行していない、混雑で乗車できない時がある、運賃が高い、こどもの送迎がある、等がある。
✓ 子育て中は、保育料も負担、お迎えで近くの仕事しか選べない、生活にゆとりがない、不安やストレス

が多い。
✓ 子連だと他人への迷惑や荷物もありバスは利用しにくい、歩道も狭くベビーカーや子連れ散歩は不安。

✓ 高齢者は、足も弱り自由に移動できなくなる、徐々に車の運転への安全性が低下する恐れを心配。
✓ 年金暮らしで経済的なゆとりもなく、公共交通は運賃が高いので外出も少なくなる。
✓ 近場の移動は自分で運転するが、距離があると誰かの助けが必要。
✓ バスはそもそも乗ったことがない、バスに乗るにも、どのバスに乗ればいいのかさえ、全く見当がつかない。
✓ 妊産婦は、お腹が大きくなると車の運転が不安。経済的にゆとりがなくても、車を手放せない。
✓ 障がい者保険支援サービスの場合、月の支援時間制約があり、時間がかかる公共交通は使えない。

✓ 空港に着いた後、レンタカー利用するまでで道路の渋滞が酷く、待ち時間も多い。
✓ レンタカーで島内を移動するにも、渋滞が多く予定通り観光できない。
✓ モノレールは、足を伸ばす観光に利用できない。外国人も多く混雑しているのでストレスを感じる。
✓ バスは、路線が複雑すぎで、待ち時間も長く、時刻表もわかりずらい、やっと乗れても満員でうんざりした。
✓ 沖縄の資源も活かし、歩いて観光できたり、移動しながら沖縄の景色に触れ合える工夫が欲しい。
✓ 観光客向けに、公共交通の情報や、各地での案内表示、日差しを凌げる休憩スポット等を充実して欲しい。

✓ 渋滞や混雑は、人口や事業所の集中も影響しているのではないか、バス利用者を増やすキャンペーン
や車の利用を抑制することも重要。

✓ OKICAはアプリ化やコンビニチャージ、クレジットカードでの定期券購入、遅延証明アプリ化、運賃支
払い方法をsuica、PayPay、クレジットカードなど多様化して欲しい。

✓ モノレールとバスの結節見直し、沖縄らしさを取り入れた駅のアート化や、 景観が楽しめるよう路線整
備してはどうか。また、駅の魅力が少ないため、駅に人が集まるまちづくりも重要と感じる。

県民等全体に共通する課題

安心と安全性に関しては、県民等の運転マナーの改善、移動困
難者に対応したバリアフリー化の拡充、こどもから高齢者、観光客ま
で安心して移動できる移動環境を整えることが課題である。
これにより、こどもたちの送迎通学低減と親世代の負担軽減、高

齢化社会での交通安全の確保、沖縄観光の魅力向上等、幅広い
分野での効果が期待できるため、治安・教育・福祉・
まちづくり等の分野と連携しなが取組みを進めて行くこ
とが、沖縄の基本的な課題と考えられる。

移動における時間損失に関しては、まさに全国ワーストの道路の
渋滞であり、これによるバスの走行性、運行の確実性が確保できて
いない大きな要因の一つとなっている。
無駄のない確実な移動時間の確保は、沖縄の労働生産性向上、

豊かな日常生活の創出、観光の活性化等を図るためにも重要であ
るほか、高校生、就業者を始めとした多くの世代や観光
客に対する、公共交通の信頼性を高めることにも繋が
るため、沖縄で取組むべき必須課題と考えられる。

移動するためのコストに関しては、限られた所得の中で車に大きく
依存せざるを得ない社会となっているため、燃料費や維持費の負担
が、県民の日常生活に影響を与えている.
さらに、公共交通と自動車の間で移動支払い額の開きがあること

や、公共交通コストの実費負担額が大きいことも、車に
依存せざるを得ない社会を形成している大きな要因であ
り、沖縄社会全体で取組むべき大きな課題と考えられる。

②移動時間
（移動の確実性の確保及び渋滞による時間損失・負担の低減）

③安心と安全性
（安心と安全性が確保された移動環境の整備）

①移動コスト
（移動コストの低減又は必要な支援の拡充）

様々な県民等の声から想定される共通した課題は、①移動コスト（移動コストの低減又は必要な支援の拡充）、②移動時間
（移動の確実性の確保及び渋滞による時間損失・負担の低減）、③安心と安全性（安心と安全性が確保された移動環境の整
備）の３点が重要な課題と考えられる。
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行動変容に向け取組が期待されるテーマ

次年度に向けた展開（検討段階）について（案）

ペルソナの視点からみた移動・交通に関する課題

児童・生徒・学生 就業者・子育て世代

高齢者・移動困難者 観光客 社会全体

• 未就学児の通園等の環境把握及び小中学校への行動
変容の全地域での継続的な取組

• 学校周辺における道路状況の確認と必要な対策の推進

• 複雑で多方面にまたがった確認や取組等（移動コストや
送迎の負担、進路選択、通学支援制度、安全・安心
等）

• 送迎に依存しない通学のための交通環境の構築

• 車に依存せず、元気な日常を過
ごすための移動手段等の確保、
安全・安心な道路交通環境確保

• 妊産婦や困窮者の暮らしを支え
るまちづくり（移動コスト、目的地
集約）

• 移動しやすいバリアフリー化
• 日常から県民全員が健康増進を

• レンタカーの利用、移動をスムースに
• バスやモノレールで観光を移動しやすく
（分かりやすい路線、運賃支払い方法
多様化等）

• 観光客が乗りたくなる公共交通、情報案
内、日よけ施設、休憩施設の整備・充実

• 歩いて文化や景色等と触れ合える環境
整備を通した沖縄観光の活性化

• 就業者の柔軟な勤務体制の拡大に向けた取組

• 就業者の通勤コスト低減に向けた取組

• 通勤時の移動時間に関する確実性向上

• 子育て世代の移動に対する負担と不安の軽減

• 生活や移動効率性からみた職住近接、日常生活機能
の集約等、暮らしやすいまちづくりも課題

• 全員が沖縄や持続性を考える

• 事業者は交通サービスの効率化
や共創の工夫を

• 企業は移動・交通面で社会的貢
献と価値を高める

• 交通・移動を支援する側は関係
者と連携し必要な対策・支援を
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